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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと、
　第１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御
する第１トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードとの間に接続され
る第１キャパシタと、
　前記第１ノードに第１電極が接続される第２キャパシタと、
　前記第２キャパシタの第２電極である第２ノードとデータ線との間に備えられ、ゲート
電極が第１走査線に連結される第２トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極と第２電極との間に備えられて、ゲート電極が第２
走査線に連結される第３トランジスタと、
　前記第２キャパシタの第２電極と基準電源との間に備えられて、ゲート電極が第２走査
線に連結される第４トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極と初期電源との間に備えられて、ゲート電極が第３
走査線に連結される第５トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に備
えられて、ゲート電極が発光制御線に連結される第６トランジスタと、を含み、
　第１期間に前記第５トランジスタのゲート電極に前記第３走査線を介して走査信号が印
加され、
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　前記第１期間に続く第２期間に前記第４トランジスタ及び前記第３トランジスタのゲー
ト電極に前記第２走査線を介して走査信号が印加され、
　前記第２期間に続く第３期間に前記第２トランジスタのゲート電極に前記第１走査線を
介して走査信号が印加され、
　前記第１乃至第３走査線に印加される走査信号は、互いに重畳されないように順次印加
され、
　前記第１乃至第３期間の間、前記第６トランジスタはゲート電極に前記発光制御線を介
して供給される発光制御信号によりターンオフされた後、前記第３期間に続く第４期間に
てターンオンされ、
　前記第１トランジスタは、前記第１キャパシタに格納された電圧と前記第１ノードに示
された電圧との差に基づいて前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御すること
を特徴とする画素。
【請求項２】
　前記第２トランジスタ及び第６トランジスタは、それぞれ一対のトランジスタが直列連
結された形態に具現されることを特徴とする請求項１記載の画素。
【請求項３】
　前記第２及び第６トランジスタを構成する一対のトランジスタの間のノードが互いに電
気的に連結されることを特徴とする請求項２記載の画素。
【請求項４】
　前記第１乃至第３走査線に印加される走査信号は１水平期間（１Ｈ）以上の期間中印加
されることを特徴とする請求項１記載の画素。
【請求項５】
　前記基準電源は、固定された電圧値を持つＤＣ電圧で印加されることを特徴とする請求
項１記載の画素。
【請求項６】
　前記初期電源は、前記第１電源より低い電圧に設定されることを特徴とする請求項１記
載の画素。
【請求項７】
　前記基準電源と初期電源は同一の電圧値に設定されることを特徴とする請求項１記載の
画素。
【請求項８】
　第１乃至第３走査線にそれぞれ第１乃至第３走査信号を供給し、発光制御線に発光制御
信号を供給する走査駆動部と、
　データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、
　前記第１乃至第３走査線、発光制御線及びデータ線とそれぞれ接続される画素が備えら
れた画素部が含まれ、
　前記それぞれの画素は、有機発光ダイオードと、
　第１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御
する第１トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードとの間に接続され
る第１キャパシタと、
　前記第１ノードに第１電極が接続される第２キャパシタと、
　前記第２キャパシタの第２電極である第２ノードとデータ線との間に備えられて、ゲー
ト電極が第１走査線に連結される第２トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極と第２電極との間に備えられて、ゲート電極が第２
走査線に連結される第３トランジスタと、
　前記第２キャパシタの第２電極と基準電源との間に備えられて、ゲート電極が第２走査
線に連結される第４トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極と初期電源との間に備えられて、ゲート電極が第３
走査線に連結される第５トランジスタと、
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　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に備
えられ、ゲート電極が発光制御線に連結される第６トランジスタとが含み、
　第１期間に前記第５トランジスタのゲート電極に前記第３走査線を介して走査信号が印
加され、
　前記第１期間に続く第２期間に前記第４トランジスタ及び前記第３トランジスタのゲー
ト電極に前記第２走査線を介して走査信号が印加され、
　前記第２期間に続く第３期間に前記第２トランジスタのゲート電極に前記第１走査線を
介して走査信号が印加され、
　前記第１乃至第３走査線に印加される走査信号は、互いに重畳されないように順次印加
され、
　前記第１乃至第３期間の間、前記第６トランジスタはゲート電極に前記発光制御線を介
して供給される発光制御信号によりターンオフされた後、前記第３期間に続く第４期間に
てターンオンされ、
　前記第１トランジスタは、前記第１キャパシタに格納された電圧と前記第１ノードに示
された電圧との差に基づいて前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御すること
を特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第２トランジスタ及び第６トランジスタは、それぞれ一対のトランジスタが直列接
続された形態で具現されることを特徴とする請求項８記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第２及び第６トランジスタを構成する一対のトランジスタの間のノードが互いに電
気的に連結されることを特徴とする請求項９記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記第１乃至第３走査線に印加される走査信号は、１水平期間１Ｈ以上の期間中印加さ
れることを特徴とする請求項８記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置に関し、特に、高解像度及び高周波数駆動でも十分な
しきい値電圧補償時間を確保することができる画素及びこれを利用した有機電界発光表示
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Cathode Ray Tube）の短所である重さと体積を減らすことができる各
種平板表示装置等が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置（Liquid Cry
stal Display)、電界放出表示装置（Field Emission Display）、プラズマ表示パネル（P
lasma Display Panel）、及び有機電界発光表示装置（Organic Light Emitting Display 
Device）などがある。
【０００３】
　前記平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を
発生する有機発光ダイオードを利用して映像を表示する。このような有機電界発光表示装
置は、早い応答速度を持つとともに低い消費電力によって駆動されるという長所がある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。図１を参照すれば、
従来の有機電界発光表示装置の画素４は有機発光ダイオードと、データ線Ｄｍ及び走査線
Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードを制御するための画素回路２を備える。
【０００５】
　有機発光ダイオードのアノード電極は、画素回路２に接続され、カソード電極は第２電
源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードは画素回路２から供給される
電流に対応して所定輝度の光を生成する。
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【０００６】
　前記画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にデータ線Ｄｍに供給される
データ信号に対応して有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する。このために、
画素回路２は第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードとの間に接続された第２トランジ
スタＴ２と、第２トランジスタＴ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎとの間に接続された第
１トランジスタＴ１と、第２トランジスタＴ２のゲート電極と第１電極との間に接続され
たストレージキャパシタＣＳＴを備える。
【０００７】
　前記第１トランジスタＴ１は、スイッチング素子としての動作をするもので、ゲート電
極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍに接続される。そして、第１トラン
ジスタＴ１の第２電極は、ストレージキャパシタＣＳＴの一側端子に接続される。ここで
、第１電極はソース電極及びドレイン電極のうちいずれか一つに設定され、第２電極は第
１電極と異なる電極に設定される。例えば、第１電極がソース電極に設定されれば第２電
極はドレイン電極に設定される。
【０００８】
　走査線Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＴ１は、走査線Ｓｎから走
査信号が供給される時にターンオンされてデータ線Ｄｍから供給されるデータ信号をスト
レージキャパシタＣＳＴに供給する。この時、ストレージキャパシタＣＳＴはデータ信号
に対応した電圧を充電する。
【０００９】
　前記第２トランジスタＴ２は駆動素子としての動作を実行するので、ゲート電極はスト
レージキャパシタＣＳＴの一側端子に接続されて、第１電極はストレージキャパシタＣＳ
Ｔの他側端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接続される。そして、第２トランジスタＴ２の第
２電極は有機発光ダイオードのアノード電極に接続される。このような第２トランジスタ
Ｔ２はストレージキャパシタＣＳＴに格納された電圧値に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤ
から有機発光ダイオードを経由して第２電源ＥＬＶＳＳへ流れる電流量を制御する。この
時、有機発光ダイオードは第２トランジスタＴ２から供給される電流量に対応される光を
生成する。
【００１０】
　このような従来の画素構造の場合、前記駆動素子としての第２トランジスタＴ２は、工
程偏差によって画素４ごとにしきい値電圧及び電子移動度などが異なるように設定される
が、このような第２トランジスタＴ２のしきい値電圧及び電子移動度の偏差は同一の階調
電圧に対して互いに異なる階調の光が生成されて、これによって均一な輝度の映像を表示
することができないという問題がある。
【００１１】
　これを解決するために前記第２トランジスタＴ２のしきい値電圧を補償するための多様
な画素回路が提案されている。また、最近、平板表示装置が高画質を具現するために高解
像度及び高周波数駆動（一例として１２０Ｈｚ）を実行している傾向がある。しかし、こ
の場合、既存周波数駆動（一例として６０Ｈｚ）に比べてスキャンタイムすなわち、１水
平期間（１Ｈ）が減るようになり、前記１水平期間が減ることで、前記駆動素子である第
２トランジスタのしきい値電圧補償時間も減るような短所がある。すなわち、従来技術で
は、最近の平板表示装置の傾向である高解像度及び高周波数駆動になるほど十分なしきい
値電圧補償時間を確保することができず、そのために画質が低下されるという問題がある
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　したがって、本発明は上記問題を鑑みてなされたものであって、その目的は高解像度及
び高周波数駆動でも十分なしきい値電圧補償時間を確保することができ、さらに第１電源
ＥＬＶＤＤの電圧降下（IR Drop）を補償することができる画素及びこれを利用した有機
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電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を果たすために本発明の実施例による画素は、有機発光ダイオードと、第１電
極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する第１
トランジスタと、前記第１電源と前記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードと
の間に接続される第１キャパシタと、前記第１ノードに第１電極が接続される第２キャパ
シタと、前記第２キャパシタの第２電極である第２ノードとデータ線との間に備られ、ゲ
ート電極が第１走査線に連結される第２トランジスタと、前記第１トランジスタのゲート
電極と第２電極との間に備えられて、ゲート電極が第２走査線に連結される第３トランジ
スタと、前記第２キャパシタの第２電極と基準電源との間に備えられて、ゲート電極が第
２走査線に連結される第４トランジスタと、前記第１トランジスタのゲート電極と初期電
源との間に備えられて、ゲート電極が第３走査線に連結される第５トランジスタと、前記
第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に備えられ
て、ゲート電極が発光制御線に連結される第６トランジスタとが含まれる。
【００１４】
　また、前記第２トランジスタ及び第６トランジスタは、それぞれ一対のトランジスタが
直列連結された形態に具現され、前記第２及び第６トランジスタを構成する一対のトラン
ジスタとの間のノードが互いに電気的に連結される。
【００１５】
　また、前記第１乃至第３走査線に印加される走査信号は、互いに重畳されないように順
次印加されて、前記第１乃至第３走査線に印加される走査信号は１水平期間（１Ｈ）以上
の期間中印加される。
【００１６】
　また、前記基準電源は固定された電圧値を持つＤＣ電圧で印加されて、前記初期電源は
前記第１電源より低い電圧に設定され、前記基準電源と初期電源は同一の電圧値に設定さ
れうる。
【００１７】
　さらに、本発明の一実施例による有機電界発光表示装置は、第１乃至第３走査線にそれ
ぞれ第１乃至第３走査信号を供給し、発光制御線に発光制御信号を供給する走査駆動部と
、データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、前記第１乃至第３走査線、発光制御
線及びデータ線とそれぞれ接続される画素が備えられた画素部が含まれ、前記それぞれの
画素は、有機発光ダイオードと、第１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオ
ードに供給される電流量を制御する第１トランジスタと、前記第１電源と前記第１トラン
ジスタのゲート電極である第１ノードとの間に接続される第１キャパシタと、前記第１ノ
ードに第１電極が接続される第２キャパシタと、前記第２キャパシタの第２電極である第
２ノードとデータ線との間に備えられて、ゲート電極が第１走査線に連結される第２トラ
ンジスタと、前記第１トランジスタのゲート電極と第２電極との間に備えられて、ゲート
電極が第２走査線に連結される第３トランジスタと、前記第２キャパシタの第２電極と基
準電源との間に備えられて、ゲート電極が第２走査線に連結される第４トランジスタと、
前記第１トランジスタのゲート電極と初期電源との間に備えられて、ゲート電極が第３走
査線に連結される第５トランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光
ダイオードのアノード電極との間に備えられ、ゲート電極が発光制御線に連結される第６
トランジスタとが含まれる。
【発明の効果】
【００１８】
　以上のように、本発明によれば、１Ｈ以上の期間中、駆動トランジスタのしきい値電圧
を補償すると同時に、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下に関係なく所望の輝度の映像を表示
することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１９】
【図１】従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【図２】本発明の実施例による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図３】本発明の実施例による画素を示す回路図である。
【図４】図３に示された画素の駆動方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付された図面を参照して本発明の実施例についてより詳しく説明する。図２は
、本発明の実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。図２を参照すれば、本
発明の実施例による有機電界発光表示装置は、第１走査線（Ｓ１１乃至Ｓ１ｎ）、第２走
査線（Ｓ２１乃至Ｓ２ｎ）、第３走査線（Ｓ３１乃至Ｓ３ｎ）、発光制御線（Ｅ１乃至Ｅ
ｎ）、及びデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍに接続される複数の画素１４０を含む画素部１３０と
、前記第１乃至第３走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ、Ｓ２１乃至Ｓ２ｎ、Ｓ３１乃至Ｓ３ｎ）、発
光制御線（Ｅ１乃至Ｅｎ）を駆動するための走査駆動部１１０と、データ線（Ｄ１乃至Ｄ
ｍ）を駆動するためのデータ駆動部１２０と、走査駆動部１１０及びデータ駆動部１２０
を制御するためのタイミング制御部１５０とを備える。
【００２１】
　画素部１３０は、前記第１乃至第３走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ、Ｓ２１乃至Ｓ２ｎ、Ｓ３１
乃至Ｓ３ｎ）、発光制御線（Ｅ１乃至Ｅｎ）及びデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）に連結される
複数の画素１４０を備える。前記画素１４０は電源供給部１６０から第１電源ＥＬＶＤＤ
、第２電源ＥＬＶＳＳ、基準電源Ｖｒｅｆ及び初期電源ＶｉｎＴの供給を受ける。このよ
うな画素１４０はデータ信号に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードを経
由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給される電流量を制御しながら所定輝度の光を生成する。
【００２２】
　タイミング制御部１５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信
号（Data Control Signal、ＤＣＳ）、及び走査駆動制御信号（Scan Control Signal、Ｓ
ＣＳ）を生成する。タイミング制御部１５０で生成されたデータ駆動制御信号ＤＣＳは、
データ駆動部１２０に供給されて、走査駆動制御信号ＳＣＳは走査駆動部１１０に供給さ
れる。そして、タイミング制御部１５０は外部から供給されるデータをデータ駆動部１２
０に供給する。
【００２３】
　走査駆動部１１０は、走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受ける。走査駆動制御信号ＳＣ
Ｓの供給を受けた走査駆動部１１０は、第１乃至第３走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ、Ｓ２１乃至
Ｓ２ｎ、Ｓ３１乃至Ｓ３ｎ）に走査信号（例えば、ロー電圧）を供給する。そして、走査
駆動部１１０は発光制御線（Ｅ１乃至Ｅｎ）に発光制御信号を供給する。一方、本発明の
実施例の場合、前記各第１乃至第３走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ、Ｓ２１乃至Ｓ２ｎ、Ｓ３１乃
至Ｓ３ｎ）に供給される走査信号は、１水平期間１Ｈより長い時間、例えば３Ｈの時間の
間供給されうる。
【００２４】
　データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳの供給
を受ける。データ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受けたデータ駆動部１２０はデータ信号を
生成し、生成されたデータ信号をデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）に供給する。
【００２５】
　図３は、本発明の実施例による画素を示す回路図である。ただし、説明の便宜のために
ｎ番目の第１乃至第３走査線（Ｓ１ｎ、Ｓ２ｎ、Ｓ３ｎ）及びｎ番目の発光制御線Ｅｎ、
ｍ番目のデータ線Ｄｍに接続される画素をその例として説明する。
【００２６】
　図３を参照すれば、本発明の実施例による画素１４０は、有機発光ダイオードと、有機
発光ダイオードに供給される電流量を制御するための画素回路１４２を備える。有機発光
ダイオードのアノード電極は、画素回路１４２に接続されて、カソード電極は第２電源Ｅ
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ＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードは画素回路１４２から供給される
電流量に対応して所定輝度の光を生成する。
【００２７】
　画素回路１４２は、有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する。このために、
前記画素回路１４２は第１トランジスタＭ１、一対の第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_
２）、第３トランジスタＭ３、第４トランジスタＭ４、第５トランジスタＭ５及び一対の
第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）を備える。ただし、本発明の実施例の場合、前記
第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）及び第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）は、
図示されたようにそれぞれ一対のトランジスタが直列接続された形態に具現されいる。ま
た、前記第２及び第６トランジスタを構成する一対のトランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）
及び（Ｍ６_１、Ｍ６_２）間のノードＮ３及びＮ３は互いに電気的に連結されることを特
徴とする。
【００２８】
　前記第１トランジスタＭ１は、駆動トランジスタの役目を遂行するもので、第１電極は
第１電源ＥＬＶＤＤに接続されて、第２電極は第６_１トランジスタＭ６_１の第１電極に
接続される。そして、第１トランジスタＭ１のゲート電極は第１ノードＮ１に接続される
。このような第１トランジスタＭ１は、第１ノードＮ１に印加された電圧に対応して有機
発光ダイオードに供給される電流量を制御する。
【００２９】
　第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）は、データ線Ｄｍと第２ノードＮ２との間に一
対のトランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）が直列接続されて形成される。このような第２ト
ランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）のゲート電極は、第１走査線Ｓ１ｎに接続されて、第１
走査線Ｓ１ｎに走査信号が供給される時にターンオンされてデータ線Ｄｍと第２ノードＮ
２を電気的に接続する。
【００３０】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は、第１トランジスタＭ１の第２電極に接続されて、
第２電極は第１ノードＮ１に接続される。そして、第３トランジスタＭ３のゲート電極は
、第２走査線Ｓ２ｎに接続される。このような第３トランジスタＭ３は第２走査線Ｓ２ｎ
に走査信号が供給される時にターンオンされて第１トランジスタＭ１の第２電極と第１ノ
ードＮ１を電気的に接続する。この場合、第１トランジスタＭ１はダイオード形態で接続
される。
【００３１】
　第４トランジスタＭ４の第１電極は、基準電源Ｖｒｅｆに接続されて、第２電極は第２
ノードＮ２に接続される。そして、第４トランジスタＭ４のゲート電極は第２走査線Ｓ２
ｎに接続される。このような第４トランジスタＭ４は第２走査線Ｓ２ｎで走査信号が供給
される時にターンオンされて基準電源Ｖｒｅｆの電圧を第２ノードＮ２に供給する。ここ
で、前記基準電源Ｖｒｅｆは、固定された電圧を持つＤＣ電圧で印加されるもので、別途
の電源に印加されるかまたは初期電源ＶｉｎＴと同一のレベルの電圧で印加されることも
可能である。
【００３２】
　第５トランジスタＭ５の第１電極は、第１ノードＮ１に接続されて、第２電極は初期電
源ＶｉｎＴに接続される。そして、第５トランジスタＭ５のゲート電極は、第３走査線Ｓ
３ｎに接続される。このような第５トランジスタＭ５は第３走査線Ｓ３ｎに走査信号が供
給される時にターンオンされて第１ノードＮ１に初期電源ＶｉｎＴの電圧を供給する。こ
こで、初期電源ＶｉｎＴはローレベルの電圧値を持つもので、第１電源ＥＬＶＤＤより低
い電圧、例えば、有機発光ダイオードのしきい値電圧より低い電圧（一例として接地電圧
ＧＮＤ）に設定されうる。
【００３３】
　第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）は、図示されたように一対のトランジスタＭ（
６_１、Ｍ６_２）が直列接続されて形成されるもので、第６_１トランジスタＭ６_１の第
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１電極は、第１トランジスタＭ１の第２電極に接続されて、第６_２トランジスタＭ６_２
の第２電極は有機発光ダイオードのアノード電極に接続される。この時、前記第６_１ト
ランジスタＭ６_１及び第６_２トランジスタＭ６_２は互いに直列連結されるので、第６_
１トランジスタＭ６_１の第２電極は第６_２トランジスタＭ６_２の第１電極に接続され
る。また、前記第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）のゲート電極は、発光制御線Ｅｎ
に接続される。このような第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）は発光制御線Ｅｎに発
光制御信号が供給される時にターンオフされて、それ以外の場合にターンオンされる。
【００３４】
　第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に接続される。こ
のような第１キャパシタＣ１は、第１トランジスタＭ１のしきい値電圧に対応する電圧を
充電する。
【００３５】
　第２キャパシタＣ２は、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２との間に接続される。このよ
うな第２キャパシタＣ２はデータ信号に対応する電圧を充電する。そして、第２キャパシ
タＣ２は第２ノードＮ２の電圧変化量に対応して第１ノードＮ１の電圧を制御する。また
、本発明の実施例の場合、前述したように前記第２及び第６トランジスタを構成する一対
のトランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２及びＭ６_１、Ｍ６_２）間のノードＮ３が互いに連結
されていることを特徴とする。これは、従来の画素構造にて発生されるクロストーク（Cr
oss Talk）による画質不良を解消するためである。
【００３６】
　より具体的に説明すれば、従来の場合、第２キャパシタＣ２に連結された第２トランジ
スタのソースドレイン電圧ＶＤＳによるオフリケージ（Off Leakage）が異なることによ
って発生されるクロストーク問題を解消するために、本発明の実施例示では図示されたよ
うに有機発光ダイオードが発光する区間の間、前記有機発光ダイオードの両端にかかる電
圧を固定された電圧値でバイアスする。すなわち、第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２
）の間の第３ノードＮ３が第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）の間に電気的に連結さ
れることで、前記第３ノードＮ３は前記有機発光ダイオードが発光する区間の間フローテ
ィング状態でない固定された電圧値を持つようになる。これによって前記第６トランジス
タ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）がターンオンされる時、前記有機発光ダイオードのアノードが前
記固定された電圧値を持つ第３ノードＮ３に連結されることで、既存のデータラインに印
加されるデータ電圧値の変化に応じて第２トランジスタのオフソースドレイン電圧値Ｖｄ
ｓが異なるために発生されるクロストーク問題を解消することができるのである。
【００３７】
　図４は、図３に示された画素の駆動方法を示す図面である。図４では、説明の便宜性の
ために走査信号が３Ｈの時間の間、供給されることを仮定する。ただし、これは説明の便
宜のためのもので前記走査信号は３Ｈの時間に限定されない。すなわち、１Ｈ以上の時間
の間に供給することも可能である。ただし、高周波数（１２０Ｈｚ or ２４０Ｈzなど）
、または高解像度（ＦＨＤ or ＵＤなど）で駆動される場合、１Ｈ自体の絶対時間が減少
されるのでこれを補償するために前記走査信号のパルス幅を２Ｈ以上に増やして補償時間
を確保することが望ましい。
【００３８】
　図４を参照すれば、まず、第１期間Ｔ１の間に第３走査線Ｓ３ｎに走査信号が供給され
る。第３走査線Ｓ３ｎに走査信号が供給されれば、第５トランジスタＭ５がターンオンさ
れて、初期電源ＶｉｎＴの電圧が第１ノードＮ１に供給される。この時、前記初期電源Ｖ
ｉｎＴは、ローレベルの電圧値を持つもので、第１電源ＥＬＶＤＤより低い電圧、例えば
、有機発光ダイオードのしきい値電圧より低い電圧（一例として接地電源ＧＮＤ）に設定
されることが可能であり、前記初期電源ＶｉｎＴが第１ノードＮ１に印加されることによ
って前記駆動トランジスタＭ１のゲート電極と接続される第１ノードＮ１は前記初期電源
ＶｉｎＴ値に初期化される。また、前記第１期間Ｔ１の間には発光制御線Ｅｎにハイレベ
ルの信号が印加されるので、一対の第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）はターンオフ
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される。この時、有機発光ダイオードは非発光状態に設定される。したがって、本発明の
実施例よる場合、前記第１ノードＮ１が初期化されるうちに前記有機発光ダイオードには
電流が流れなくなることで、ブラック輝度発光の時に前記有機発光ダイオードへ流れるこ
とができるリケージ電流を除去して高いＣＲ（Contrast Ratio）を確保することができる
ようになる。以後、第２期間Ｔ２の間に第２走査線Ｓ２ｎに走査信号が供給される。
【００３９】
　前記第２走査線Ｓ２ｎに走査信号が供給されれば、第４トランジスタＭ４及び第３トラ
ンジスタＭ３がターンオンされる。このために、前記第４トランジスタＭ４がターンオン
されることによって第２ノードＮ２に基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給される。
【００４０】
　前記基準電源Ｖｒｅｆは、前述したように固定された電圧を持つＤＣ電圧で印加される
ことで、別途の電源に印加されるかまたは初期電源ＶｉｎＴと同一のレベルの電圧で印加
されることも可能である。また、第３トランジスタＭ３がターンオンされることによって
前記第１トランジスタＭ１がダイオード形態で接続される。この時、前記第１トランジス
タＭ１がダイオード形態で接続されれば、第１ノードＮ１には第１電源ＥＬＶＤＤから第
１トランジスタＭ１のしきい値電圧Ｖｔｈを差し引いた電圧（ＥＬＶＤＤ-Ｖｔｈ）が印
加される。ただし、この場合、説明の便宜のために前記初期電源ＶｉｎＴが接地電圧ＧＮ
Ｄで印加された場合を仮定する。
【００４１】
　この時、第１キャパシタＣ１は第１トランジスタＭ１のしきい値電圧Ｖｔｈに対応する
電圧を充電する。一方、本願発明で第２期間Ｔ２は、３Ｈの期間に設定されるために十分
な時間の間に第１電源ＥＬＶＤＤから第１トランジスタＭ１のしきい値電圧を差し引いた
電圧（ＥＬＶＤＤ-Ｖｔｈ）が第１ノードＮ１に印加されて、これによって十分なしきい
値電圧補償時間を確保することができる。また、前記第２期間Ｔ２のうちにも発光制御線
Ｅｎにハイレベルの信号が印加されるので第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）はター
ンオフされて、これによって前記第１トランジスタＭ１と有機発光ダイオードの電気的接
続が遮断される。この時、有機発光ダイオードは非発光状態に設定される。以後、第３期
間Ｔ３の間には第１走査線Ｓ１ｎに走査信号が供給されて、これによって第２トランジス
タ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）がターンオンされる。
【００４２】
　第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）がターンオンされれば、データ線Ｄｍと第２ノ
ードＮ２が電気的に接続される。データ線Ｄｍと第２ノードＮ２が電気的に接続されれば
データ線Ｄｍからのデータ信号が第２ノードＮ２に供給される。ここで、第２トランジス
タ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）が３Ｈの期間中ターンオン状態に設定されるから、第ｎ-２水平
ライン、第ｎ-１水平ライン及び第ｎ水平ラインにあたるデータ信号が順次供給される。
この時、最後に第ｎ水平ラインにあたるデータ信号が印加されて、これによって第２ノー
ドＮ２には所望のデータ信号の電圧Ｖｄａｔａが印加される。そして、前記第２ノードＮ
２に所望のデータ信号の電圧が印加されることによって前記第１ノードＮ１の電圧は、第
２キャパシタＣ２のカップリング動作によって前記データ信号の電圧Ｖｄａｔａと基準電
源Ｖｒｅｆとの差（Ｖｄａｔａ-Ｖｒｅｆ）ほど上昇するようになる。
【００４３】
　ただし、前記第１キャパシタＣ１と第２キャパシタＣ２が電気的に連結されているので
、前記第１ノードＮ１に伝達される電圧値は、式（１）のようになる。
【００４４】
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【数１】

【００４５】
　一例として、前記初期電源ＶｉｎＴが接地電圧ＧＮＤに印加された場合であれば、前記
第１ノードＮ１の電圧は式（２）になる。
【００４６】

【数２】

【００４７】
　また、前記第３期間Ｔ３のうちにも発光制御線Ｅｎにハイレベルの信号が印加されるの
で、第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）はターンオフされて、これによって前記第１
トランジスタＭ１と有機発光ダイオードの電気的接続が遮断される。この時、有機発光ダ
イオードは非発光状態に設定される。最後に、第４期間Ｔ４の間には前記発光制御線Ｅｎ
にローレベルの信号が印加されるので、第６トランジスタ（Ｍ６_１、Ｍ６_２）がターン
オンされて、前記ターンオンによって第１キャパシタＣ１に格納された電圧、すなわち、
第１トランジスタＭ１のＶｇｓ値、すなわち、ソースに印加された電圧である第１電源Ｅ
ＬＶＤＤと前記第１ノードＮ１に印加された式（３）で示す電圧との差に相当する式（４
）に示す電圧値に対応して有機発光ダイオードに供給される電流量が制御される。
【００４８】
【数３】

【００４９】
【数４】

【００５０】
　この時、前記有機発光ダイオードへ流れる電流Ｉｄｓは下記の式（５）のようになる。
【００５１】
【数５】
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【００５２】
　すなわち、本発明の実施例による場合、前記有機発光ダイオードに流れる電流Ｉｄｓが
第１トランジスタＭ１のしきい値電圧Ｖｔｈ及び第１電源ＥＬＶＤＤと関係なくなるので
、これによって前記第１電源の電圧降下問題を解決することができるようになる。
【００５３】
　以上のように、本発明の最も好ましい実施形態について説明したが、本願発明は、上記
記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示された発
明の要旨に基づき、当業者が様々な変形や変更が可能であることはもちろんであり、斯か
る変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００５４】
　１１０　走査駆動部、
　１２０　データ駆動部、
　１５０　タイミング制御部
　１６０　電源供給部

【図１】 【図２】
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